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「急いで終わらせよう」「慣れているから⼤丈夫」と考えて作業⼿順を守らずに作業を⾏うことは、
ケガの原因につながります。今回は作業⼿順を軽視した『あぶない⾏動』についてのお話です。

★今⽉の安全衛⽣川柳〜作業⼿順のテーマにピッタリな川柳、ありがとうございます︕

『近道しない』・『省略しない』⾏動を意識することが⼤切です︕

●2つの『あぶない⾏動』（近道⾏動・省略⾏動）

焦りや⾯倒などの理由から、人は少しでも早く作業を終わらせるために『近道⾏動』や『省略⾏動』と呼ばれる
⾏動を起こすことがあります。作業⼿順は、ひとつ異なるだけでも⼤きなケガにつながる ことがあります。
2つの『あぶない⾏動』を⼗分に理解し、職場で決められた⼿順は必ず守ることが⼤切です。

2.省略⾏動:手順を 『省いて』 早くする⾏動 例︓部品を加⼯する機械⽤の治具を清掃する作業

省略⾏動（危険︕）
①電源を切って機械を⽌める�
②治具を清掃する。 電源を切るのが⾯倒

だったので、機械が動
いたまま清掃したため、
機械と治具の間に指を
挟み、⼤ケガ︕

手順を省略
本来の手順
①電源を切って機械を⽌める。
②治具を清掃する。

清掃前に電源を切り、
機械を完全に止める
ことで、指が挟まらない
ようにしている。

1.近道⾏動:手順を 『変えて』 早くする⾏動 例︓所定の置場へ物を運ぶ作業

本来の手順
右側から 回り込んで 置場へ向かう。

正⾯のすき間は狭くて
⾜元が悪いため、通⾏
禁止にすることで転倒
しないようにしている。

近道⾏動（危険︕）
正面のすき間を通って 近道して置場へ向かう。

急いで通⾏禁止の
通路を通ったため、
⾜元にあるパイプに
気づかず、つまずいて
転倒︕

手順を変更


